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輝
い
て
い
る
人

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
、

ま
だ
の
家
庭
は
急
い
で

このコーナーでは、輝いている人を募集しています。あなたの周りにキラッと輝いている人がいたら、
ぜひとも広報そうじゃ編集室（企画課）までご一報ください。自薦・他薦は問いません。

住
警
器
マ
ン
さ
ん
（
小
寺
）

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
普
及
と
Ｐ
Ｒ
活
動
に
取
り
組
む

市
民
を
火
災
か
ら
守
ろ
う

と
、
既
存
の
住
宅
も
含
め
今
年

５
月
末
ま
で
に
設
置
が
法
律
で

義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
「
住
宅

用
火
災
警
報
器
」
の
普
及
と
設

置
を
呼
び
掛
け
る
活
動
を
し
て

い
る
の
が
住
警
器
マ
ン
だ
。

火
災
に
よ
る
煙
や
熱
を
感
知

し
、「
火
事
で
す
。
火
事
で
す
」

と
音
声
で
火
災
の
発
生
を
知
ら

せ
る
住
宅
用
火
災
警
報
器
。
そ

れ
を
腰
に
２
つ
、
頭
に
１
つ
装

備
し
、
さ
っ
そ
う
と
Ｐ
Ｒ
に
現

れ
る
。

一
見
す
る
と
無
口
の
よ
う
だ

が
、
意
外
に
饒じ

ょ
う

舌ぜ
つ

ら
し
い
。
得

意
技
は
、
煙
を
感
知
す
る
嗅
覚

が
並
外
れ
、
そ
れ
を
い
ち
早
く

知
ら
せ
る
こ
と
だ
。
決
め
ポ
ー

ズ
は
、
イ
ナ
バ
ウ
ア
ー
の
よ
う

な
姿
勢
で
警
報
器
を
高
々
と
掲

げ
て
見
せ
る
こ
と
。「
寝
室
と

階
段
の
天
井
に
つ
け
て
ね
」と
、

や
さ
し
く
呼
び
掛
け
、
去
っ
て

い
く
。

昨
年
１１
月
に
は
、
保
健
福
祉

大
会
が
開
催
さ
れ
た
市
民
会
館

の
舞
台
で
の
寸
劇
に
登
場
。
大

き
な
ネ
ズ
ミ
が
仏
壇
の
線
香
と

ろ
う
そ
く
を
倒
し
て
発
生
し
た

火
事
を
、
家
人
に
知
ら
せ
事
な

き
を
得
た
。「
い
い
活
動
が
で

き
た
」
と
振
り
返
る
。

総
社
市
の
設
置
率
は
推
計

（
平
成
２２
年
１
月
調
査
）
で
全

世
帯
の
約
３
割
と
低
い
。
期
限

ま
で
残
さ
れ
た
時
間
も
少
な

く
、
消
防
長
か
ら
は
「
全
国
に

は
君
の
仲
間
が
多
く
い
る
。
彼

ら
に
負
け
な
い
よ
う
に
し
っ
か

り
Ｐ
Ｒ
し
て
ほ
し
い
」
と
激
励

さ
れ
た
。「
警
報
器
の
こ
と
を

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
。そ
し
て
、

命
を
守
る
た
め
の
道
具
だ
と
伝

え
た
い
」。
託
さ
れ
た
使
命
を

全
う
し
よ
う
と
意
気
込
む
。

こ
の
一
年
、
市
内
で
は
建
物

火
災
が
多
く
あ
っ
た
。
今
の
建

物
火
災
で
怖
い
の
は
、
炎
よ
り

煙
だ
。「
だ
か
ら
こ
そ
住
宅
用

火
災
警
報
器
。
ま
だ
の
家
庭
は

急
い
で
」
と
力
を
込
め
た
。

「抱っこ、スキンシップは子ども
の心身の成長を促す」とよく言われ
ますが、抱っこはなぜ大事なのでし
ょうか。
生まれたばかりの赤ちゃんは、お母
さんの胸に抱かれて、おっぱいを飲みな
がらお母さんの心臓の鼓動を聞き、お母さん
と見つめ合いながら、心身ともに成長していき
ます。お母さんがやさしく声を掛け、心ゆくまで抱
っこしてあげてください。子どもは、自分のどんな
感情も受けとめてもらえたと感じ、安心できるので
す。
しっかりと抱っこされた体験は、子どもの心のな
かに満足感と安心感を与え、人と人との基本的信頼
感の基礎にもなっていくのではないでしょうか。抱
っこは、乳幼児期だけと思われがちですが、小学校
にあがる前後の子どもさんにもどうぞ。「もう大き
くなったんだから…」などと言わず、ときどきはお
子さんをギュッと強く抱きしめてあげてください。
どんな励ましの言葉よりも「抱っこ」は大きな力をも
っています。
問い合わせ こども課母子保健係（1９２－８２６１）

◆材料・数量（１２個分）
● 白玉粉……２０ｇ
● 砂糖……２５ｇ
● 水……１８０～２００㏄
● 薄力粉……１００ｇ
● 練りあん……２５０ｇ
● 食紅……少々
● 桜の葉（塩抜きをする）……１２枚

◆作り方
①練りあんを１２等分に丸める。
②白玉粉に水（２/３量）を少しずつ加えて混ぜる。
③砂糖と薄力粉を加え、食紅で色をつけ、残りの水
で硬さを調節する。

④熱したホットプレートに小判型に流し入れ、上面
が乾いたら裏面も焼く。

⑤④を皿にとり冷まし、あんに巻き、桜の葉を巻く。

栄養委員さん栄養委員さん

おすすめおやつおすすめおやつおすすめおやつおすすめおやつ
（１個分　７７ｋｃａｌ）

抱っこをしてもらっている西江葉
蘭ちゃん（５歳）。お母さんの栄子さ
ん（井手）は、「妹ができても、とき
には抱っこするように心掛けていま
す」と教えてくれました。


